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中
央
公
民
舘
は
、
昨
年
度
か

ら
の
継
続
事
業
と
し
て
今
年
の

三
月
に
着
工
し
ま
し
た
が
、
九

月
二
十
五
日
の
完
成
を
目
標
に

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
公
民
舘
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
建
で
、
延
べ
面

穂
は
一
、
一
二
○
平
方
メ
ー
ト

ル
、
総
工
賀
六
千
万
円
で
、
約

百
台
収
容
で
き
る
駐
車
場
も
完灘

完
成
急
ぐ
中
央
公
民
舘

束
幼
稚
園
は
建
設
始
る

整
備
さ
れ
る
教
育
施
設

備
さ
れ
ま
す
。
一
階
は
舘
長
室

を
は
じ
め
事
務
室
、
図
書
室
、

資
料
室
、
調
理
室
、
中
小
会
議

室
の
二
室
、
二
階
は
大
会
議
室

小
会
議
室
二
室
、
和
室
（
六
畳
）

二
部
屋
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
東
幼
稚
園
は
、
十
一
月
十
三

日
完
成
を
目
標
に
七
月
十
七
日

建
設
工
事
に
着
工
い
た
し
ま
し

た
。
場
所
は
東
小
学
校
ク
ラ
ウ

~

蕊 蕪
鱗

宇

目

篝
藤

鑑零誤鰯＃

ソ
ド
の
南
側
の
松
林
の
中
で
、

な
る
べ
く
松
を
切
ら
な
い
で
建

設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

総
工
費
は
一
千
二
百
四
十
万

円
で
、
軽
量
鉄
骨
平
屋
四
三
三

平
方
メ
ー
ト
ル
、
保
育
室
二
、

遊
技
室
、
保
健
室
、
事
務
室
な
ど

近
代
的
な
幼
稚
園
で
あ
り
ま
す

東
幼
稚
園
は
、
今
年
四
月
東

小
学
校
の
一
教
室
を
借
り
園
児

四
十
二
名
で
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
新
し
い
園
舎
が
で
き
ま

す
と
八
十
名
の
園
児
が
収
容
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

五
月
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
高
萩
中
学
校
の
水
泳
プ

ー
ル
が
完
成
し
、
七
月
十
九
日

そ
の
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。プ
ー
ル
は
耐
震
性
の
強
い
Ｐ

Ｃ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巾
十
五
メ

ー
ト
ル
、
長
さ
二
十
五
メ
ー
ト

ル
深
さ
一
、
三
メ
ー
ト
ル
で
、

濾
過
滅
菌
装
置
と
更
衣
室
、
シ

ャ
ワ
ー
室
な
ど
が
設
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
建
設
工
事
費
は
一
千
万

円
で
、
財
源
内
訳
は
国
庫
補
助

金
一
百
万
五
千
円
、
起
位
六
百

五
十
万
円
、
市
費
二
百
四
十
九

写真上建設工事が急ピッチで進められてい』る中央公民舘

写真中松のみどりを残して建設される東幼稚園敷地

写真下完成された高萩中学校水泳ﾌﾟール

高
萩
中
水
泳
。
プ
ー
ル
が
完
成

一
般
団
体
に
も
開
放

§

”
毒
蕊
〆

万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
泳
プ
ー
ル
は
、
高
萩

市
営
と
し
て
は
は
じ
め
て
の
も

の
で
す
の
で
、
一
般
団
体
に
も

開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
使
用
の
方
法
と
し
て
は

一
週
間
前
に
団
体
の
責
任
者
が

高
萩
中
学
校
へ
申
し
込
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
用
時
間

は
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
各
学
校
に
一

つ
の
水
泳
プ
ー
ル
建
設
を
目
標

に
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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一
動
か
す
も
の
は
人
で
あ
り
ま
す
自
身
は
十
年
一
日
の
如
く
噸
迷
て
立
上
る
時
こ
そ
始
め
て
郷
十
二

一
代
摘
唖
識
維
郵
罐
乖
斬
誕
榊
崎
繩
蝿
部
諏
畷
匪
畦
虹
珪
郷
郡
卸
青
銅
醗
姻
蝿
翻
津
匙
叶
鉦
鑑
琶
鞭
一

一
を
も
ち
得
る
か
と
い
う
事
に
か
象
的
な
剛
だ
け
に
と
ら
わ
れ
た
し
い
時
代
に
生
き
る
行
動
の
原
一

一
い
》
擁
神
印
畦
蓉
蒜
恥
娼
僻
獅
叩
識
蝿
峨
極
疏
吐
睡
沖
鉦
斗
る
理
を
追
究
し
、
豊
か
な
明
る
い
一

高
萩
を
つ
く
る
た
め
共
に
進
ん
一

一
に
応
え
る
た
め
桁
進
し
た
い
と
社
会
の
移
り
変
り
も
、
子
供
で
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
一

畢
イ
凸
■
■
で
、
、
△
■
▼
、
亜
凸
■
■
ｒ
・
用
凸
■
７
泊
亀
・
■
ｒ
〃
Ｌ
Ｏ
Ｔ
◆
▲
■
■
Ｆ
》
４
血
二
口
▼
、
、
４
Ｆ
１
、
聖
日
■
■
ｒ
、
、
四
二
■
■
１
、
、
Ｊ
●
■
画
Ｄ
▲
■
■
▽
◇
Ａ
■
▽
イ
△
ニ
ロ
ャ
箔
恩
△
■
■
■
、
唖
▲
■
■
ｒ
ァ
く
４
二
■
ロ
，
、
、
凸
■
■
▼
、
〆
且
■
９
▽
◇
▲
■
■
ご
・
々
、
則
り

、

、

４

Ｊ

ｖ

ー~－~－ －，－～～イーーーー、～～～ず－少～ぴぺ

老
令
年
金
支
給
始
ま
る

保
険
料
を

納
め
て
い

九
人
が
初
証
書
を
手
に
蕨
鰡

国
民
年
金
の
老
令
年
金
、
い
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
老
令
年
金

わ
ゆ
る
「
十
年
年
金
」
初
の
受
と
し
て
は

こ
の
日
は
市
長
を
は
じ
め
、

給
者
に
対
す
る
年
金
証
書
の
交
県
国
民
年
金
課
長
、
日
立
社
会
嘩
唖
地
在

付
式
が
、
七
月
九
日
市
役
所
大
‐
く
齢
＃
ｔ
う
｜
Ｊ
シ
》
，
．
〃
て
、
‐
、
ゞ
１

保
険
謂
務
所
長
ら
多
数
が
参
加

ヨ

1

七
月
一
日
に
新
し
い

発
足
し
ま
し
た
。
七
○

住
民
の
市
政
に
対
す
る

応
え
る
た
め
の
組
織
を

考
え
て
実
施
し
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
組
繊

機
椛
の
姿
で
あ
ろ
う
と

も
そ
の
組
織
を
有
効
に

に
新
し
い

市長随想

F曇鳶璽ﾕ＞

箒嬢

４
７
ぞ
凸
ｆ
や
ｊ
Ｉ
１
ｉ
ｆ
，
ｊ
唖
、
０
℃
、
ｊ
＄
１
１
３
Ｊ

溌
機
桁
が

信
七
○
年
代
の

に
対
す
る
要
望
に

繼
耀
鱸｜

日
々
新
た
に

鈴
木
藤

口
老
人
の
所
得
保
障
政
策
史
上
に

し
、
は
じ
め
て
証
害
を
う
け
ら
永
久
に
残
る
も
の
と
い
え
ま
し

れ
る
方
煮
に
お
祝
の
こ
と
ば
を
よ
う
。

の
べ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
毎
月
の
よ
う
に

昭
和
三
十
六
年
に
発
足
し
た
受
給
者
が
増
加
し
、
五
年
後
に

拠
出
制
国
民
年
金
の
う
ち
、
十
は
十
年
年
金
だ
け
で
一
七
八
名

年
間
保
険
料
（
二
五
、
八
○
○
に
な
る
予
定
で
す
。

円
）
を
納
め
お
わ
り
、
満
六
十
｝
」
の
日
証
言
を
う
け
た
方
々

五
才
に
な
っ
た
方
々
に
毎
年
六
は
次
の
と
お
り
で
す
。

万
円
（
月
額
五
千
円
）
ず
つ
送
（
繰
り
上
げ
支
給
を
含
む
）

ら
れ
る
こ
の
「
十
年
年
金
」
は
有
明
町
伊
藤
慶
太

ｊ
ｆ
も
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
中

６
日
■
▽
ず
、
。
Ｕ
ｒ
や
、
Ｊ
〃
ｒ
引
く
Ｊ
■
▼
、
氏
ｊ
、
▼
秒
’
Ｌ
■
ｒ
や
、
凸
■
▼
砂
、
ａ
▼
、
、
。
■
Ｆ
も
、
″
ｒ
、
Ａ
ｊ
ｒ
、
念
ｊ
ご
ｒ
や
、
▲
Ｊ
Ｆ
い
、
ａ
ｇ
７
Ｔ
Ｑ
▲
一
■
▼
堅
く
ｄ
ｒ
、
、
凸
〃
了
も
、
ａ
二
Ｆ
１
や
、
八
Ｊ
▼
、
、
４
■
ｒ
Ｌ
『
Ｊ
草
■
ロ
切
可

考
え
て
お
り
ま
す
。
の
成
長
の
姿
も
一
日
と
し
て
止
一

現
代
は
ま
さ
に
激
動
の
時
代
と
る
所
を
知
り
ま
せ
ん
・

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
こ
の
よ
う
な
変
動
の
中
に
、
い
一◆

に
あ
っ
て
保
守
と
い
い
、
革
新
か
に
対
処
し
、
い
・
か
に
生
き
る
一

と
い
っ
て
論
争
が
行
な
わ
れ
耳
べ
き
か
を
自
分
の
問
題
と
し
て
一

慣
れ
な
い
流
行
鐇
が
生
ま
れ
た
考
え
て
行
く
努
力
が
大
切
で
あ
一

り
し
て
お
り
ま
す
。
案
外
自
分
為
と
思
い
ま
す
。

澗
行
紬
が
生
ま
れ
た
考
え
て
行
く
努
力
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。
案
外
自
分
為
と
思
い
ま
す
。

弘
吋
言
一
片
Ｋ
ｒ
入
。
、
〆
二
二
Ｌ
く

民
主
政
治
の
主
役

|大
は
市
民
で
す
。

市
民
一
人
一
人
が

郷
土
愛
に
目
ざ
め

市
民
一
体
と
な
つ

繰り上げ支給の

年金額（10年納付）

年金をう

けはじ混

る年令
年金額－､一一一今－4－Pv－､一一

第
二
回
「
高
萩
市
民
号
」
臨

時
列
車
を
運
行
し
て
、
福
島
県

原
町
市
の
菊
人
形
と
相
馬
野
馬

迫
を
見
物
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
に
健
康
的
な
楽

し
い
レ
ク
リ
千
一
ｉ
シ
ョ
ン
の
場

を
作
り
、
市
民
相
互
の
融
和
と

親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
高
萩
市
（
一
列
車
）

日
立
市
二
列
車
）
東
海
村
（
一

列
車
）
と
合
同
し
て
市
民
号
を

運
行
し
、
原
町
市
の
協
力
を
得

て
、
雲
惟
が
原
に
約
八
十
崎
の

壮
麗
な
騎
塒
武
者
に
よ
っ
て
、

戦
国
絵
巻
を
再
現
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

受
付
は
市
役
所
市
民
杣
縦
係
で

行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
費

用
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

ゑ
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

〆
Ｉ
』
／
Ｉ
』
ｐ
ｌ
ｖ
刀
一
で
三
糸
恥
Ｊ
く
み
４
ヨ
ノ
，
『
ｌ

高
浜
町
石
塚
一
郎
五
才
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

″
鈴
木
は
る
六
万
円
に
な
る
も
の
で
は
あ
り

安
良
川
宇
佐
美
消
凱
ま
せ
ん
。
（
別
表
参
照
）

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
‐
Ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１

参
加
し
よ
う
「
市
民
号
」

十
一
月
七
日
相
馬
野
馬
追
に

て
お
り
ま
す
。

○
期
日

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
七
日

（
日
曜
日
）
日
帰
り

○
参
加
募
集
人
員一
、
一
五
○
名

○
申
し
込
象
締
切
り

昭
和
四
十
六
年
九
月
十
日

（
油
員
に
な
り
次
矛
締
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
費
用

お
と
な
（
中
学
生
以
上
）

一
、
五
○
○
円

こ
ど
も
九
五
○
円

「
市
民
号
」
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

今
回
の
「
高
萩
市
民
号
」
の

写
真
コ
ン
テ
｜
〈
ト
を
行
い
ま
す

入
賞
者
に
は
市
長
賞
、
駅
長
賞

な
ど
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
作
品
は
高
萩
駅
な
ど
市
内

二
、
三
カ
所
に
掲
示
、
市
報
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
後
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

大
和
町
成
瀬
き
ぬ

本
町
田
中
て
ふ

島
名
鈴
木
清
一

横
川
豊
田
正
美

肥
前
町
林
田
佐
賀

繰
り
上
げ
支
給
と
は
、
例
え

ば
、
六
十
二
才
か
ら
支
給
を
希

望
し
た
場
合
は
、
毎
年
四
三
、

二
○
○
円
が
支
給
さ
れ
、
六
十

》
〉
記
Ｌ
－
轤
繩
や
患

ゞ
龍
〆
唾
か
ら
本
格
的
嚥

召
活
墓
説
灘
塘

生
電
寺
恥
離
蕊

を
過
ぎ
て
か
ら
杵
中
見
舞
に
書

く
こ
と
ば
で
、
ま
だ
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
、
た
ま
ら
な
い

ほ
ど
の
垪
さ
が
続
き
ま
す
。

こ
の
軽
さ
か
ら
い
く
ら
逃
げ

ま
わ
っ
て
も
逃
げ
き
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
と
知

っ
た
ら
、
夏
は
夏
ら
し
く
、
暑

さ
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

普
さ
に
負
け
な
い
工
夫
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

暑
つ
く
る
し
昼
寝
の
耳
に

蝉
の
声
夏
目
漱
石

じ
つ
と
し
て
い
て
も
に
じ
桑

出
て
く
る
汗
。
動
け
ば
そ
れ
だ

け
汗
を
か
く
。
汗
が
で
る
か
ら

と
動
き
‐
た
が
ら
な
い
人
も
い
ま

す
が
、
汗
は
尿
と
同
様
、
人
間

の
生
卵
作
用
で
牛
活
機
能
の
働

き
で
す
。

汗
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
栓

廃
物
を
体
外
に
追
い
出
し
、
血

液
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
を
持

っ
て
い
ま
す
．
で
す
か
ら
健
康

の
た
め
に
は
夏
は
大
い
に
汗
を

か
く
ほ
う
が
い
い
わ
け
で
す
。

汗
を
か
い
て
そ
の
ま
ま
放
っ
て

お
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
せ
っ

か
く
か
い
た
汗
に
こ
ん
ど
は
体

温
を
持
っ
て
い
か
れ
て
カ
ゼ
を

引
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
か
い

た
汗
は
よ
く
ふ
き
と
り
、
汗
の

に
じ
ん
だ
下
着
は
早
目
に
着
換

え
ま
し
ょ
う
。
夏
の
カ
ゼ
は
案

外
多
い
の
で
す
。
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

－598－

65才’ 60,000円

64才’ 53,400円

63才’ 48,000円

62才’ 43,200円

61才’ 39,000円
60才’ 34,800口
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高
萩
市
商
工
会
主
惟
に
よ
る

永
年
勤
統
従
業
員
と
優
良
従
業

員
の
表
彰
式
が
、
八
月
一
日
市

商
工
会
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
の
表
彰
者
は
二
二
三
名

で
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品

が
ま
た
勤
続
二
十
年
の
二
名
に

は
市
長
賞
が
あ
わ
せ
て
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
倉
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
昭
和
四
十
六
年
五

月
一
日
現
在
）

二
十
年
勤
統
者
（
二
名
）

叫
由
精
米
所
蝋
田
貞
加

常
陽
産
業
小
室
政
一

十
年
勤
統
者
（
二
十
名
）

▽
大
内
節
子
（
鈴
木
哩
作
所
）

▽
佐
川
末
松
、
氏
家
二
郎
（
高

二
◇
ロ
・
『

亭
ご
日
日
，

』
テ
ロ
・
申
ｑ
Ｆ
宅
や
ｂ
ｏ
印
“
二
口
。
』
・
呈
竜

’，

』
写
、
日
。
己
君

’

日
邑
声
・
日
宇
。
日
二
画
・
ｏ
Ｊ
ｑ

永
年
勤
続
者
表
彰
き
る

市報アルルi旅幽

鐘

瀞 市
長
賞
に
豊
田
。
小
室
氏

副

弾
弼
認
綱
緬
錘

蕊蟻

鱗 萩
タ
ク
シ
ー
）
▽
秋
葉
静
江
（
ふ
一

た
に
）
▽
佐
藤
清
寿
（
小
松
屋
一

金
物
店
）
▽
鈴
木
和
江
（
高
萩
薬
》

局
）
▽
上
速
岬
芳
雄
（
茨
城
炭

砿
会
）
▽
抓
谷
英
男
（
Ⅲ
谷
材
》

木
店
）
▽
加
藤
政
（
福
田
畳
細

店
）
▽
土
田
実
（
椎
名
洋
服
店
）

▽
緑
川
と
き
え
（
椛
林
食
堂
）
￥

▽
柴
田
愛
子
、
高
野
き
ゑ
（
安
》

村
木
材
）
▽
五
十
血
貞
夫
（
小

谷
松
工
務
店
）
▽
金
田
操
（
や

よ
い
食
唯
）
▽
手
塚
す
ふ
代

（
利
光
工
務
店
）
▽
今
井
昭
夫

大
平
信
次
、
石
我
家
、
鈴
木
災

代
子
（
附
來
製
材
所
）

五
年
勤
続
者
（
四
十
七
名
）

三
年
勤
続
者
（
一
二
五
名
）

催
良
従
業
員
（
二
十
九
名
）

▽
大
関
勉
、
石
井
外
、
千
雑
文

「大心蚫」を起点とした山野にオリエンテーリ

ング（地図と磁石を使って山野を歩きまわるス

ポーツ）高萩コースが誕生しました。

国民体力つくり事業協議会から認定された関東

で四番目、県内でははじめてのコースです。

決められた形式や方法で十カ所のチェックポイ

ント （写真）を捜しながら、できるだけ早くゴ

ールする競技で、心身鍛練にもってこいのスポ
ーーー ､ソ下ナー

即
、
田
所
進
、
後
藤
幸
一
（
円

立
電
鉄
）
▽
佐
川
ア
イ
子
、
雌

木
定
夫
、
本
田
孝
広
、
谷
地
館

ナ
シ
、
浅
井
光
子
（
中
野
組
商

事
）
▽
作
山
芋
、
畠
山
敏
雄
、

和
田
初
枝
（
日
本
通
運
加
工
紙

営
業
所
）
▽
根
本
良
夫
、
永
山

博
（
日
本
原
料
）
▽
高
橋
定
則

永
沼
蝶
（
高
萩
製
作
所
）
▽
木

村
富
男
、
鈴
木
保
〔
高
萩
開
発
）

▽
鈴
木
忍
、
須
田
敏
雄
（
ヒ
タ

チ
電
解
箔
）
▽
浦
和
信
太
郎
、

豊
田
久
子
、
大
関
芳
三
（
大
心

苑
）
▽
下
山
田
東
凸
、
小
林
印

次
（
日
本
耐
火
工
業
）
▽
政
井

や
よ
い
（
日
立
通
運
高
萩
営
業

所
）
▽
作
間
寿
美
子
（
水
戸
信

用
金
庫
）
▽
佐
藤
、
、
、
ャ
子
（
常

陽
銀
行
）

献
血
あ
り
が
と
う

七
月
二
十
四
日
高
萩
駅
東
側

広
場
に
お
い
て
、
高
萩
青
年
会

議
所
、
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
及
び
各
種
事
業
団
体
の
協
力

で
、
愛
の
献
血
を
行
い
ま
し
た

ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
市
民

の
皆
様
に
は
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
回
の
協
力
者
ば

二
○
八
名
（
献
血
者
は
一
七
五

名
）
で
し
た
が
、
人
命
を
守
る

輸
血
用
血
液
の
需
要
は
、
交
通

串
放
の
多
発
や
医
学
の
進
歩
に

伴
う
大
手
術
で
輸
血
に
使
う
た

め
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
献
血
運
動
を
行
い

ま
す
．
採
血
前
に
医
師
が
厳
並

に
検
診
し
ま
す
か
ら
、
決
し
て

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

採
血
は
一
回
に
二
○
○
“
で
す

が
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
日
の
活

動
に
支
障
や
、
体
が
疲
れ
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
で
キ
レ
イ
な
あ
な
た
の
血

液
を
こ
の
愛
の
献
血
迎
勤
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

七月十五日、上君田牧場と検川の大沢牧場に、

部落の人達の協力のもとで、ヘリコプターに」

るタ、二駆除のため薬剤〔ネグホン）散布を行↓

ました。

一
曜
日
１
土
曜
日
の
午
前
十
時
五

咋
分
’
十
五
分
ま
で
の
十
分
間
放

二
言
ワ
と
ロ
■
■
Ｖ
‐
、
。
且
二
二
二
争
二
雷
・
申
。
，
▲
■
■
▽
・
・
呂
二
君
二
三
言
』
・
・
ｈ
ｉ
Ａ
■
ｐ
Ｖ
Ｄ
昌

花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
ゞ
「
’
※
ス
イ
カ
、
ト
ー
剥
卜
な
ど
の
水

ミ
の
収
集
を
業
者
に
委
託
し
て
分
の
多
い
果
物
の
か
す
、
野

週
二
回
地
区
別
に
巡
回
し
て
お
菜
く
ず
の
類
は
、
十
分
に
水

り
ま
す
。
を
振
り
切
り
、
残
り
の
か
す

夏
は
ご
ゑ
の
多
く
出
る
季
節
だ
け
を
ビ
’
－
－
ル
垈
な
ど
に

で
そ
の
ご
み
の
質
か
悪
く
、
家
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
ふ
の
約
半
※
青
草
、
木
の
枝
な
ど
は
二
日

量
は
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
ま
’
三
日
位
天
日
乾
燥
し
て
か

す
。
水
分
が
多
い
と
完
全
に
焼
ら
処
理
に
出
し
て
く
だ
さ
い

却
さ
れ
な
い
た
め
に
、
衛
生
セ
※
危
険
物
は
別
に
し
て
出
し
て

ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の
人
が
選
く
だ
さ
い
。

り
分
け
て
処
分
し
て
お
り
ま
す
※
ご
詮
は
、
一
戸
毎
で
な
く
、

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
次
の
数
戸
分
を
ま
と
め
て
、
一
ヵ

こ
と
に
注
意
し
て
出
さ
れ
る
よ
所
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

う
ご
協
力
願
い
ま
す
。
さ
い
。

二
・
・
・
Ｉ
‘
・
二
二
二
二
』
二
三
号
・
‘
Ｉ
，
・
・
呉
三
・
宝
・
冒
冒
”
・
Ｉ
，
・
・
・
里
二
一
二
二
三
旨
・
・
ｌ

・
呂
二
二
言
二
言
Ｐ
・
“
ｌ

・
・
【
二
二
三
三
三
目
・
↓

一
今
月
よ
り
新
し
く
「
図
書
文
送
し
て
お
り
、
月
曜
日
は
県
立
叩

戦
織
鞠
蕊
撫
獣
褐
灘
蝿
蕊
澤

叩

”
文
庫
事
業
の
問
題
点
は
っ
き
り
火
朧
日
か
ら
土
腿
日
ま
で
は
県
Ⅲ

一
さ
せ
、
住
民
の
た
め
の
住
民
自
内
住
民
に
よ
る
自
主
制
作
放
送
Ⅷ

Ⅲ
身
に
よ
る
事
業
と
す
る
た
坊
で
で
す
。

一

Ⅷ
す
。
単
に
こ
の
柵
を
沈
驚
●
轟
鳥
”
自
主
制
作
と
い
う
の
Ⅲ

一
瀦
瀧
一
醐
雛
溌
謂

は
、
県
立
図
書
航
か
ら
岬

刎
て
い
ま
す
。

唐
で
好
砕
鯉
輌
轌
匪
鈴
一

叩
ラ
．
シ
才
母
親
文
庫
は
鼠
瀧
静

一
県
内
の
図
聿
三
利
用
者
を
対
象
と
な
ど
を
妹
音
し
、
こ
れ
を
放
送
川

↑
し
、
「
み
ん
な
で
制
作
ゑ
ん
な
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
く
わ
叩

叩
１
冊
Ｓ
（
茨
城
放
送
）
で
毎
週
月
乢
泳
脚
ｂ
雑
詠
諦
一
貝
鈍
睦
舗
権
一

Ⅷ
で
聴
取
」
す
る
番
組
で
す
。

X

ご
み
の
収
集
に

ご
協
力
下
さ
い

育
課
（
電
話
隠
邑
内
線
置
悉
）

問
い
合
わ
せ
て
・
く
だ
さ
‐
ｖ、
○

二
薑
二
・
一
一
二
号
・
ロ
；
凸
■
■
７
・
・
・
二
一
君
一
青
一
一
冒
冒
・
囚
回
■
ロ
マ
ー
０
目
二
二
宮
一
一
雪
二 (衛生組合）

Uー

ll I Il9
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姉
人
の
体
力
増
進
と
、
体
位

の
仰
上
る
脚
る
た
め
、
矛
四
回

マ
↓
、
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
次
の
と
お
り
棚
催
し
ま
す
か

ら
、
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

期
日
八
月
二
十
二
日
（
日
）

場
所
而
祇
中
学
校
体
育
伽

参
加
資
格
市
内
に
川
住
す
る

既
塒
の
女
仙

チ
ー
ム
の
洲
成
公
民
伽
、
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
事
務
所

参
加
し
ま
し
ょ
う
／

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

しら
↑
や せ

通議箭｢教育を考えようルー

if 安西愛子さんら講演
剣
4 ト

ド
ーママ守一釜－－ﾏﾏﾃｰ△△今9月5日 一ﾏ"--一一矛ﾏ--…

高
萩
青
年
会
議
所
で
は
、
本
年

皮
の
統
一
叫
業
と
し
て
教
育
間

胆
を
と
り
あ
げ
、
中
学
二
年
生

に
「
こ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い

」
と
い
う
作
文
を
葬
集
し
、
中

学
二
年
生
の
親
と
子
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た

を
調
査
研
究
し
て
、
市
民
に
問

髄
を
捉
起
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
優

秀
作
文
の
発
表
会
を
「
教
育
を

考
え
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
ヱ
部
’
’

し
ま
し
に

こ
れ
は
組
と
子
の
考
え
の
胴
述

町
内
会
等
単
位
に
チ
ー
ム

を
編
成
す
る
。
チ
ー
ム
に

は
職
粁
一
名
、
主
将
一
名

選
手
九
名
、
補
欠
五
名
、

計
十
六
名
以
内
と
す
る
。

郷
技
川
則
昭
和
四
十
五
年
度

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

制
定
の
九
人
制
競
技
規
川

に
よ
り
行
い
ま
す
。
反
則

に
つ
い
て
は
稀
判
規
定
に

よ
る
が
、
多
少
ゆ
る
や
か

8月の納税

市民税オニ期

国民健康保険税

才二期
’

次
の
と
拓
り
行
な
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
九
月
五
日
（
日
）

王
屋
外
広
告
す
る
時
は
一

一
許
可
を
受
け
よ
う
華

●
ロ
■
同
■
■
同
■
日
■
■
■
画
■
■
■
■
■
■
■
■
一
■
ロ
■
■
■
・
■
Ⅱ
■
■
町
■
■
■
■
日
ｐ
ｈ
ｋ
・
・
■
Ⅱ
■
■
ｂ
■
■
Ｐ

国
や
県
、
年
点
増
加
す
る
広

告
物
か
ら
交
通
事
故
や
危
害
と

迷
惑
を
坊
止
し
、
街
自
然
の
美

し
さ
を
守
る
た
め
に
「
屋
外
広

杵
物
法
及
び
条
例
」
を
設
け
て

広
告
物
の
乱
立
を
規
制
し
て
お

り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
違
反
し

ま
す
と
除
却
命
令
を
受
け
、
ま

た
罰
金
の
処
分
な
ど
が
あ
り
ま

す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

一
、
屋
外
に
広
告
す
る
と
き
は

必
ず
許
可
を
う
け
て
下
さ

い
。
野
立
唯
告
や
立
看
板
ポ

ス
タ
ー
は
も
と
よ
り
、
白
己

の
営
業
地
や
建
物
に
表
示
す

に
し
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
問
い
合
せ
は

市
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。

誹場
演所

高
ゴ I.~

大
宮
六
郎
茨
大
教
援

安
西
愛
子
参
議
院
議
員

極
援
団
体

高
萩
市
、
教
育
委
員
会
、

各
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会

俊
一
時
か
ら

中
学
校
体
育
館

七
月
か
ら
茨
城
県
公
安
委
員

会
の
猯
定
で
、
市
内
二
カ
所
が

交
通
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
規
制
さ
れ
た
の

は
、
駅
東
側
広
場
と
広
場
か
ら

国
道
六
号
線
に
通
ず
る
約
四
十

メ
ー
ト
ル
の
間
が
駐
車
禁
止
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
白
線

で
表
示
さ
れ
た
区
画
内
は
、
二

時
間
ま
で
は
駐
車
可
で
、
そ
れ

以
上
駐
車
し
ま
す
と
、
駐
車
違

反
と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
ら

注
意
し
て
下
さ
い
，

ま
た
県
道
高
萩
里
美
線
の
元

刷
洋
炭
砿
前
か
ら
駄
山
小
学
校

先
ま
で
の
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
間
が
、
道
路
が
狭
く
、
住
宅

が
密
集
し
て
お
り
、
事
故
が
多

い
の
で
追
越
禁
止
と
な
り
ま
し

た
。
交
通
ル
ー
ル
の
よ
く
わ
か

ら
な
い
こ
ど
も
の
、
車
の
か
げ

か
ら
の
と
び
出
し
事
故
を
な
く

す
た
め
、
交
通
規
制
を
よ
く
守

り
事
故
・
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

る
と
き
も
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
は
許
可
が
必
要
で
す
。

二
、
次
の
場
所
に
は
広
告
は
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
柱
電
話
柱
、
街
路
樹
、
街

灯
柱
、
海
浜
、
橋
、
石
垣
、

ト
ン
ネ
ル
、
公
園
、
社
寺
、

記
念
碑
な
ど
．

三
、
野
立
広
告
板
や
応
告
塔
の

類
は
、
国
県
道
か
ら
五
十
メ

ー
ト
ル
、
鉄
道
か
ら
百
メ
ー

ト
ル
の
間
は
設
世
で
き
ま
せ

ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
高
萩
市
役
所

建
設
課
ま
た
は
高
萩
土
木
事
務

所
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

交

通
規
制

核検診（レントケン間接撮影） 日
結
核
健
康
診
断
は
毎
年
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
本
年
は
次
に
よ

り
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
行

な
い
ま
す
か
ら
、
都
合
の
よ
い

日
、
都
合
の
よ
い
場
所
で
該
当

者
は
も
れ
な
く
要
診
し
て
く
だ

さ
い
。

該
当
者
淌
十
五
才
以
上
の
者
で
、
会

社
勤
務
者
な
ど
で
受
診
し
て

い
な
い
者
。

結 程

必
ず
受
け
よ
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結
核
検
診
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〃
Ｒ
〉
／
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中戸川作| 秀次郎宅1.30～2．00

花貰新井マヅイ宅’ 3.]O～3．30 評
一
掘

州

バス停留所

両手蚕民師
中公F,l

３
０
１
１
１

一
一
一

０
０
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呵
○
３
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２
９
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ｊ
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ｔ
ｌ

山
叩
一
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金
ア
ア
ア
｜
土

椣川松本勝宅10.()0～1() .30■
■
■
日
可
ｈ
月
仙
ｑ
ｄ
８
且
１

概川鈴木甑光'七 11.00～11.30
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検
診
の
受
け
方

該
当
者
は
当
日
受
付
け
で
受

診
票
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

検
診
料
は
無
料
で
す
。

清
物
を
着
た
ま
ま
受
診
で
き

ま
す
。

な
お
八
月
二
十
四
日
（
水
）
は

市
役
所
玄
関
前
で
夜
間
検
診
を

行
な
い
ま
す
。

八
月
三
十
一
日
か
ら
は
ポ
ー
タ

ブ
ル
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
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